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呼 吸器 感染症 に対 す るcefluprenamの 臨床的検 討
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新 しい 注 射 用 セ フ ァ ロス ポ リン剤 で あ るcefluprenamを 呼 吸器 感 染 症 に使 用 し,そ の 有 効 性,安 全 性

お よ び 有 用 性 を検 討 した。対 象 は14例 の 呼 吸 器 感 染 症 患 者 で,疾 患 の 内 訳 は 細 菌 性 肺 炎9例 ,肺 化 膿症

1例,胸 膜 炎1例,気 管 支 拡 張 症 に伴 う感 染3例 で あ っ た。投 与 方 法 は,1回19,1日2回 ,7～12日

間 点 滴 静 注 した 。 本 剤 投 与 後 に肺 結 核 症 と判 明 した1例 を 除 く13例 の 臨 床 効 果 は,著 効2例,有 効10

例,や や 有 効1例 で あ っ た。 起 炎 菌 は3例 で検 出 され,い ず れ も消 失 した。 副 作 用 は発 疹 ・発 熱 が1例

に 認 め られ,臨 床 検 査 値 異 常 はGOT・GPT・ γ-GTP・LAPの 上 昇 お よびGOT・GPT・ALPの 上 昇 が

各1例 に 認 め られ た が,重 篤 な もの は なか っ た。
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Cefluprenam(CFLP)は エー ザ イ株 式会 社 が新 し く合

成 した 注射 用 セ フ ァ ロ ス ポ リン剤 で,黄 色 ブ ドウ球 菌 を

は じめ とす る グ ラム 陽 性 菌 か ら緑 膿 菌 を含 む グラ ム 陰性

菌 に 対 して 幅 広 い抗 菌 ス ペ ク トル と強 い抗 菌 活 性 を示

す1,2)。今 回,呼 吸 器 感 染 症14例 に本 剤 を使 用 し,そ の有

効 性,安 全 性 お よび 有 用性 を検 討 した の で報 告 す る。

対 象 は 平 成4年6月 か ら平 成5年1月 ま でに 当科 な ら

び に 関 連 病 院 に 入院 し,呼 吸 器 感染 症 状 が 明確 で あ り,

治験 参加 に 同 意 が 得 られ た14例 で あ っ た。

疾 患 の 内 訳 は,細 菌 性 肺 炎9例(う ち1例 は 本 剤 投 与

後 に肺 結 核 と判 明),肺 化 膿 症1例,胸 膜 炎1例 ,気 管 支

拡 張 症 に伴 う感染3例 で あ っ た。 症 例 の 背 景 因子 と して

は,男 性10例,女 性4例 で,年 齢 別 に は30代2例 ,50

代2例,60代3例,70代6例,80代1例 で あ った 。

投 与 方 法 は,本 剤1回1gを 生 理 食塩 水100mlに 溶 解

し1日2回,30分 な い し60分 間 で点 滴 静 注 した。投 与 期

間 は7日 間2例,8日 間4例,10日 間2例,11日 間4

例,12日 間2例 で あ った 。起 炎 菌 はStaphylococcus aur-

eusが1例 よ り,Haemophilus influenzaeが2例 よ り検

出 され た。

臨 床 症 状 は 投 与 前 ・後 お よ び投 与 中 の 毎 日観 察 し,胸

部X線 写真,臨 床検査および細菌学的検査は原則として

投与前,投 与後3日,7日,投 与終了後に実施 した。効

果判定は本剤投与前後の自他覚症状,白 血球数,CRP,

胸部X線 および起炎菌の消長などから総合的に行い,著

効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で判定 した。

症例の概要はTable 1に 示 した。

評価対象例13例 の臨床効果の内訳は著効2例,有 効

10例,や や有効1例 であった。やや有効であった1例 は

喉頭全摘 を既往歴に もつ胸膜炎の症例で,起 炎菌のS.

aureusは 消失 したものの発熱およびCRPの 改善が十分

でなく,本 剤投与11日 間ののち他剤に変更 した。細菌学

的効果は,起 炎菌検出例3例 全例で消失 した。

副作用 としては発疹 ・発熱が細菌性肺炎の1例 で認め

られた。本症例は,投 与開始後7日 目に発熱 とともに癌

痒の強い発赤疹が腹部に出現 し,翌 日より本剤投与中止

するも大腿部,上 腕,前 腕にまで広が り,体 温の上昇 も

み られたため,サ クシゾン,強 ミノCを 投与 した。その

後徐々に改善 し,発 症7日 目にほぼ消失,本 剤 との因果

関係が疑われた。臨床検査値異常はGOT・GPT・ γ-GTP

・ LAPの 上 昇 が1例 に,GOT・GPT・ALPの 上 昇 が1

例に認められたがいずれ も軽度で本剤の投与終了後に速

やかに軽快 している。
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Table 1.Clinical and bacteriological effect of cefluprenam

NF:normal flora, NT:not tested
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Table 2.Laboratory findings before and after administration of cefluprenam

B:before A:after

以上,我 々の治療成績に全国の集計成績を勘案 して3),

本剤は呼吸器感染症の治療に有用な薬剤 となる可能性が

示唆された。
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Clinical efficacy and safety of cefluprenam(CFLP),a newly developed injectable cephalosporin,on
respiratory infections were investigated.The subjects were 9 patients with pneumonia,1 with lung abscess,

1 with pleurisy and 3 with bronchiectasis.One of 14 patients was excluded from subjects,because the

patient was clarified to pulmonary tuberculosis during the treatment.All the 13 patients received CFLP at
a dose of 1.0 g twice a day for 7-12 days.Clinical efficacy was excellent in 2 patients,good in 10 patients
and fair in 1 patient.Skin rash and drug fever was observed in one patient,and mild abnormal laboratory
findings were observed in 2 patients.


